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単年度達成率（％）

達成度(単年度○/×) - - -

- - - -

評価結果を踏まえた今後の取り組み

SOLAS条約に基づき国内法化した「国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保に関する法律」に基づく港湾保安対策業務を的
確に取り組んでいきます。

判断理由

継続
港湾施設の保安対策は不可欠であり、引き続き成果を維持していく必要
があるため。

今後の取り組みの方向性
（個別施策評価シートより転記）

事務事業 成果 コスト

○ ・×

○ ・×

○ ・×

保安対策警備監視業務の履行の確認です。

昼間は必要に応じて警備員の立哨・巡回・緊急要請を行います。夜間は監視
カメラ、振動センサによる集中監視を行い、トラブル発生時には警備員の巡
回・緊急要請を行います。

○ ・×

○ ・×

○ ・×

○ ・×

港湾施設の保安対策(SOLAS対策)を推進する上で必須業務です。
必
要
性

どうしても必要な事業か？

利用者のニーズは高いか？

本組合が関与する必要があるか？

その他特記事項判断理由　（課題の抽出）

累計達成率(%)

-

- - - 0

備考（指標の算定方法など）

不法侵入不正退場
の未発見件数（件）

- - - - 0 0
23年度は、8件の不法侵入と2件
不正退場がありましたが警備員
により適切な処置をし、未発見事
案はありませんでした。

-

22 23 24 24中間目標活動・成果指標（単位） 年度 20 21

237,749合計 千円 - -

-

- 8,716

- - -

- - 0.00

正規職員 人 -
嘱託職員 人 -

千円 - - -

その他 千円 - - - -

千円 -

人員費　計

- - -

一般会計 千円 -
事業会計

- 228,813事業費　計 千円 - -

22（実績） 23（実績） 24（実績見込） 備考（款項目節等）コスト（年度） 単位 20（実績） 21（実績）

保安・維持業務委託、保安警備日報・月報、修繕結果確認、緊急修繕依頼、制限区域内の
施設損傷などによる警備員の立哨・巡回・緊急要請、保安点検立会を行います。

関連
シート

24年度に実施した
内容･結果

保安・維持業務委託、保安警備日報・月報、修繕結果確認、緊急修繕依頼、制限区域内の施設損傷などによる警備員の
立哨・巡回・緊急要請、保安点検立会を行いました。

24年度の実施予定

根拠
法令等

国際航海船舶及び国際港
湾施設の保安の確保等に
関する法律

実施
義務   　　 有        無

目的 港湾施設の保安対策(SOLAS対策)を推進します。
事業
期間

平成17年度～継続

責任者

コスト

連携課 危機管理室

23年度事業・個別施策評価結果
（今後の取組みの方向性）

連絡先 052－398－0503
事務事業名 04 港湾施設の保安確保のための監視業務等の実施

年度

5   安全な港

事務事業シート 対象事業年度 平成 24

概要
保安対策警備監視業務並びに埠頭保安機械設備点検及び保守・維持等業務を委託し、港
湾施設の保安確保のため適宜警備体制の増強及び施設維持修繕を実施することにより、
人又は車両が正当な理由なく立ち入ることを防止します。

港営部
港湾管理事務所長

基本施策名 07 危機管理機能の強化

個別施策名 22 保安対策を強化する 事務事業 成果

政策名

個別施策へ貢献したか？

目標

実績

目標

実績

達成度(累計○/×)

必要性・有効性・効率性の確認

○ ・×

○ ・×

-

コード

個22事04

効
率
性

最小のコストで成果をあげているか？

受益者に適正に負担させているか？

効率的な運営主体となっているか？

有
効
性

目的や目標の水準は妥当か？

目標を達成したか？

1.00

（款項目節）
港営費、運営費、施設運営費、委託費、港湾施設
保安対策費
港営費、運営費、施設運営費、委託費、港湾施設
保安対策費
建設費、施設補修費、その他港湾施設等補修費、
埠頭保安施設補修費
（算出計算式）
副所長0.4、管理係0.4人、業務第一係0.1人、業務
第二係0.1人
（その他）
24年度よりシートを作成。- -

228,813--
-

建設整備事業一般事務事業 計画 事業化 事業 管理

事務事業の段階


